
議
員
提
出
第
二
十
六
号
議
案

消
費
税
へ
の
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
一
段
と
本
格
化
す
る
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
社
会
保
障
経
費
を
安
定
的
に

確
保
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
た
め
に
「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
」
関
連
八
法
案
が
昨
年
八
月
に
成
立
し
、
安
倍
総
理
は
法
律
の
と
お
り
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
消
費
税
率
を
五
％
か
ら
八
％
へ
引
き
上
げ
る
決
断
を
し
た
。
法
律
で
は
さ
ら
に
平
成
二
十
七
年
十

月
に
は
十
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
税
率
の
引
上
げ
は
国
民
の
暮
ら
し
、
特
に
中
堅
・
低
所
得
者
層
の
生
活
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ

と
か
ら
、
八
％
引
上
げ
段
階
で
は
「
簡
素
な
給
付
措
置
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
給
付
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
的
か
つ
恒
久
的
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
に
「
軽
減
税
率
制
度
」
の
導
入
を
図
る
こ
と
は
、
逆
進

性
対
策
と
し
て
も
、
国
民
の
消
費
税
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
に
も
必
要
な
制
度
で
あ
り
、
各
種
世
論
調

査
で
も
国
民
の
約
七
割
が
導
入
を
望
ん
で
い
る
。

与
党
の
平
成
二
十
五
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
「
消
費
税
十
％
へ
の
引
上
げ
時
に
、
軽
減
税
率
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
」
と
し
、
「
本
年
十
二
月
に
予
定
の
二
〇
一
四
年
度
与
党
税
制
改
正
決
定
時
ま
で
に
、

関
係
者
の
理
解
を
得
た
上
で
、
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る
」
と
合
意
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
「
軽
減
税
率
制
度
」
の
導
入
へ
向
け
て
、
年
内
に
結
論
を
得
る
よ
う
そ

の
議
論
を
加
速
し
、
そ
の
実
現
へ
向
け
て
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日
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